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｛
事
業
報
告
一

｛
要
旨
一
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
海
事
科
学
振
興
財
団
・
船
の
博
物
館
の
支
援
事

業
で
あ
る
「
海
の
学
び
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ポ
ー
ト
」
の
う
ち
、
「
海
の
学
び

調
査
研
究
サ
ポ
ー
ト
」
に
よ
る
助
成
金
で
実
施
し
た
調
査
研
究
の
報
告
で
あ
る
。

調
査
機
関
な
ら
び
に
調
査
地
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
１
）
天
理
大
学
附
属

図
書
館
、
（
２
）
大
黒
屋
光
太
夫
ゆ
か
り
の
地
、
（
３
）
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
、

（
４
）
松
前
城
周
辺
ロ
シ
ア
使
節
ラ
ク
ス
マ
ソ
応
接
地
、
（
５
）
函
館
市
中
央
図
書

館
、
（
６
）
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
、
（
７
）
シ
パ
ン
ベ
ル
グ
上
陸
地
周
辺
（
野

付
半
島
・
北
海
道
野
付
郡
別
海
町
）
、
（
８
）
ラ
ク
ス
マ
ン
・
ロ
シ
ア
使
節
入
港
地

周
辺
〈
根
室
港
・
北
海
道
根
室
市
）
、
（
９
）
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
、
面
）
古

河
歴
史
博
物
館
（
茨
城
県
古
河
市
）
、
（
Ⅱ
）
宮
城
県
図
書
館
、
通
）
北
見
市
立

中
央
図
書
館
、
（
Ｕ
長
崎
市
内
日
露
関
係
地
（
長
崎
県
長
崎
市
）
、
（
皿
）
長
崎

歴
史
文
化
博
物
館
、
面
）
長
崎
港
周
辺
長
崎
県
長
崎
市
）
、
命
）
真
田
宝
物
館
、

行
）
韮
山
反
射
炉
、
（
坦
戸
田
造
船
郷
土
資
料
博
物
館
、
（
型
戸
田
湾
周
辺
（
静

岡
県
沼
津
市
戸
田
）
、
（
加
）
下
田
湾
周
辺
地
（
静
岡
県
下
田
市
）
。

こ
の
成
果
は
、
平
成
二
八
年
八
月
か
ら
「
海
の
学
び
調
査
研
究
サ
ポ
ー
ト
」
の

助
成
金
を
得
て
実
施
し
て
い
る
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
活
用
す
る
予
定

で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
一

ラ
ク
ス
マ
ン
、
レ
ザ
ノ
フ
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
、
海
洋
教
育

幕
末
期
の
日
露
関
係
資
料
に
つ
い
て

ｌ
「
海
の
学
び
調
査
・
研
究
サ
ポ
ー
ト
」
支
援
事
業
報
告

嶋

村

元

宏」
一一」

総
延
長
約
四
二
八
肋
の
海
岸
線
を
有
す
る
神
奈
川
県
域
は
、
江
戸
時
代
に
は
江
戸

へ
の
異
国
船
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
房
総
半
島
側
と
と
も
に
三
浦
半
島
に
も
多
く
の

台
場
が
築
造
さ
れ
た
。
こ
の
台
場
の
整
備
を
含
む
海
岸
防
禦
（
海
防
）
体
制
の
構
築

や
海
防
論
が
活
発
と
な
る
の
は
、
開
国
へ
の
衝
撃
を
与
え
た
と
さ
れ
る
ペ
リ
ー
来
航

よ
り
一
○
○
年
程
さ
か
の
ぼ
る
一
八
世
紀
後
半
か
ら
で
あ
り
、
神
奈
川
の
歴
史
な
ら

で
は
の
海
防
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
頻
繁
に
日
本
近
海
に
姿

を
現
す
よ
う
に
な
っ
た
異
国
船
、
特
に
ロ
シ
ア
船
へ
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

当
初
筆
者
は
、
神
奈
川
県
の
歴
史
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
の
「
海
防
」
を
テ
ー
マ

（

１

）

と
す
る
特
別
展
の
準
備
と
し
て
、
日
露
関
係
資
料
の
調
査
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

幸
い
に
も
公
益
財
団
法
人
日
本
海
事
科
学
振
興
財
団
・
船
の
科
学
館
に
よ
る
「
海
の

学
び
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ポ
ー
ト
」
事
業
の
う
ち
、
「
海
の
学
び
調
査
・
研
究
サ
ポ
ー

（

２

）

卜
」
に
よ
る
支
援
を
得
ら
れ
・
そ
れ
に
よ
り
、
寛
政
四
年
の
ラ
ク
ス
マ
ン
の
来
航
以

降
嘉
永
六
年
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
長
崎
来
航
ま
で
を
中
心
と
す
る
日
露
関
係
資
料
の

収
集
を
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
は
、
そ
の
調
査
研
究
活
動
の
報
告
で
あ
る
。
以
下
、
調
査
地
ご
と
に
主
要
な

資
料
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
多
く
の
資
料
は
過
去
に
展

覧
会
や
学
術
研
究
で
利
用
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
既
知
の
資
料
を
紹
介
す

る
こ
と
に
意
義
を
み
い
だ
せ
な
い
と
の
意
見
も
あ
ろ
う
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
今

回
の
調
査
研
究
活
動
が
、
特
別
展
開
催
の
た
め
の
事
前
準
備
で
あ
り
、
か
つ
本
稿
が

支
援
事
業
の
成
果
報
告
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
知
の
資
料
も

含
め
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
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（
３
）
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
平
成
二
七
年
七
月
二
二
日

大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
を
所
管
す
る
鈴
鹿
市
文
化
振
興
部
代
田
美
里
、
前
田
有
紀

両
学
芸
員
か
ら
資
料
に
関
す
る
解
説
を
受
け
つ
つ
、
大
黒
屋
光
太
夫
の
遺
品
類
、
光

太
夫
直
筆
の
ロ
シ
ア
文
字
の
書
な
ど
を
閲
覧
し
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
日
露
関

（
２
）
大
黒
屋
光
太
夫
ゆ
か
り
の
地
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
平
成
二
七
年
七
月
二
二
日

大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
が
設
立
さ
れ
て
い
る
鈴
鹿
市
若
松
は
、
光
太
夫
生
誕
地
で

し

ろ

こ

あ
り
、
ま
た
前
日
一
二
日
に
宿
泊
し
た
鈴
鹿
市
白
子
は
、
光
太
夫
が
漂
流
前
に
出
港

し
た
湊
一
写
真
１
－
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
光
太
夫
に
関
連
し
て
設
置
さ
れ
た
供
養

塔
（
鈴
鹿
市
指
定
文
化
財
）
や
記
念
碑
〔
写
真
２
｝
な
ど
を
調
査
し
た
。

日
露
関
係
資
料
「
北
狄
事
唖

展
示
で
の
活
用
を
探
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
各
施
設
が
所
蔵
す
る
資
料
の
閲
覧
・
撮
影
に
加
え
、
ラ
ク
ス

マ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
使
節
の
来
航
地
な
ど
現
地
調
査
も
あ
わ
せ
て
行
っ

た
。
そ
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ｔ
）
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
（
奈
良
県
天
理
市
）
平
成
二
七
年
七
月
一
二
日

日
露
関
係
資
料
「
北
狄
事
略
」
、
「
ヲ
ロ
シ
ア
人
物
井
小
屋
内
図
」
他
一
点
を
閲
覧
し
、

｜
調
査
の
概
要

…
~ 。。 ＝声

写真1

一
~

1

凶一

蕪
翻
ｉ
か

鎌
画可

⑧
紗

写真2

係
の
端
緒
と
な
っ
た
光
太
夫
の
歴
史
的
位
置
に
つ
い
て
再
確
認
を
行
っ
た
。

（
４
）
松
前
城
周
辺
ロ
シ
ア
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
応
接
地
（
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
）

平
成
二
七
年
八
月
三
一
日

寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
根
室
に
来
航
し
た
ロ
シ
ア
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
は
、
翌

年
箱
館
（
函
館
）
か
ら
当
時
蝦
夷
地
を
支
配
し
て
い
た
松
前
藩
の
居
城
が
あ
る
松
前

ま
で
陸
路
で
移
動
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
と
共
に
、
応
接
地
周
辺
の

現
況
を
調
査
し
た
【
写
真
３
沖
口
役
所
跡
、
写
真
４
松
前
湊
一
。

松
前
湊
一
。

（
５
）
函
館
市
中
央
図
書
館
（
北
海
道
函
館
市
）
平
成
二
七
年
九
一
日

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
日
露
関
係
資
料
六
件
二
五
点
を
調
査
・
撮
影
し
、
特
別

展
示
に
お
け
る
効
果
的
な
展
示
方
法
に
つ
い
て
探
っ
た
｛
写
真
５
寛
政
五
年
癸
丑

六
月
松
前
侯
ョ
リ
魯
西
亜
人
へ
被
諭
候
耆
、
写
真
６
神
風
記
］
。

（
６
）
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
平
成
二
七
年
九
月
二
日

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
日
露
関
係
資
料
６
件
を
調
査
・
撮
影

し
、
特
別
展
示
に
お
け
る
効
果
的
な
展
示
方
法
に
つ
い
て
探
っ
た
【
写
真
７
．
８

寛
政
五
年
癸
丑
年
異
国
人
御
応
対
場
浜
御
屋
敷
右
之
外
堅
目
南
部
津
軽
松
前
家
二
而

譽
護
之
右
大
略
之
図
一
。

写真3

~

写真4
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（
７
）
シ
パ
ン
ベ
ル
グ
上
陸
地
周
辺
（
野
付
半
島
・
北
海
道
野
付
郡
別
海
町
）
平
成

二
七
年
一
○
月
二
○
日

ロ
シ
ア
人
が
初
め
て
蝦
夷
地
に
上
陸
し
た
地
で
あ
る
野
付
半
島
の
原
風
景
を
確

認
、
撮
影
し
た
。

正
式
な
ロ
シ
ア
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
ラ
ク
ス
マ
ン
が
、
寛
政
四
年
に
根
室
へ

来
航
す
る
以
前
に
、
ロ
シ
ア
の
探
検
隊
が
は
じ
め
て
蝦
夷
地
に
上
陸
し
た
の
が
こ
の

野
付
半
島
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
今
日
ま
で
、
大
規
模
開
発
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
当
時
の
原
風
景
を
と
ど
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
【
写
真
９
．
里
。

秒
慰
協
蕊
難
蕊
驚

惑
い
〃
”
灘
鞭
識
癖
篭
癖
密
鎚

鍛

識

幹

識

＃

…

…

露

※

…

一

》

＃

写真7

写真5

蟻
．‘織

勧 ， 藩

警驚
慈

溌,

晶

供咄

f1

写真6

写真8

（
８
）
ラ
ク
ス
マ
ン
・
ロ
シ
ア
使
節
入
港
地
周
辺
（
根
室
港
・
北
海
道
根
室
市
）
平

成
二
七
年
一
○
月
二
一
日

根
室
市
歴
史
と
自
然
の
資
料
館
・
猪
熊
樹
人
学
芸
主
査
の
案
内
に
よ
り
、
根
室
へ
来

航
し
た
ラ
ク
ス
マ
ン
縁
の
地
を
め
ぐ
り
、
最
新
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
き
、
現
地
の

状
況
を
確
認
す
る
と
共
に
、
撮
影
を
行
っ
た
。
訪
問
地
は
、
根
室
港
弁
天
島
（
ロ
シ

ア
使
節
上
陸
・
宿
営
地
）
｛
写
真
ｕ
｝
、
高
台
に
あ
る
金
比
羅
神
社
（
当
時
の
画
像
資

料
に
も
描
か
れ
て
い
る
根
室
港
を
烏
撤
す
る
た
め
）
、
ロ
シ
ア
商
人
上
陸
・
宿
営
地
国

道
五
三
号
付
近
）
［
写
真
里
、
で
あ
る
。

調
査
日
で
あ
る
一
○
月
一
二
日
は
、
一
七
九
二
年
一
○
月
二
○
日
に
ラ
ク
ス
マ
ン

が
根
室
港
の
弁
天
島
へ
上
陸
し
た
日
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
気
候
・
海
の
状
態
も
当

時
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

（
９
）
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
〈
岩
手
県
盛
岡
市
）
平
成
二
七
年
一
二
月
八
日
～
九
日

寛
政
二
（
一
七
九
九
）
年
、
江
戸
幕
府
が
蝦
夷
地
を
直
轄
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
警
衛
を
担
わ
さ
れ
た
盛
岡
藩
の
活
動
状
況
を
知
る
た
め
、
南
部
家
文
書
中
の
関
係

資
料
に
つ
い
て
、
調
査
並
び
に
撮
影
を
行
っ
た
。
特
に
、
レ
ザ
ノ
フ
の
配
下
に
よ
っ

て
エ
ト
ロ
フ
が
襲
撃
さ
れ
た
際
の
対
応
に
関
す
る
資
料
を
得
た
【
写
真
昭
松
前
陣

立
図
一
。

写真9

繭

一至孝汗一一
凸錘－：

-鍾韓… ｡覇一剣蕊
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写真10
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（
皿
）
古
河
歴
史
博
物
館
（
茨
城
県
古
河
市
）
平
成
二
七
年
一
二
月
一
七
日

学
芸
員
立
ち
会
い
の
も
と
、
重
要
文
化
財
「
麿
見
泉
石
歴
史
資
料
」
に
含
ま
れ
る

日
露
関
係
資
料
の
閲
覧
・
撮
影
を
行
っ
た
。
調
査
対
象
資
料
に
は
、
古
河
藩
家
老
麿

見
泉
石
自
ら
が
ロ
シ
ア
語
文
献
を
写
し
た
資
料
や
、
大
黒
屋
光
太
夫
か
ら
直
接
贈
呈

等酵◆轡●

f

X 毎 稚蕊遵隼

識愚魚愚息蔦
｡●

●:興星
･わ 』

曇
韓

簿

秘

鯵
霧
⑧
鐸騒

◆
雛
》
》

争
塞
・
露
等
》
~
。
や

。
縄
《
》
《
緯
坤

”
》
癖
画
一
乳

の
‘
《
抄
秘

●
心●心等秒

薄い 繋撫争畿畿

琶上 拳

g農鳥へ婁
嘩篭｡
~鐸

i夢 ●
卜 h
I

吟等

亀
:蝉

｡q

軍
■

●白

舞

鞠
鏑

◆
◆

△
：
鈍
●
羅
瀦

⑧
争

,:跨趨叡尚； 湯後』趣ぺ鉾“鑑･･錘●◆坐･色▲おお 鷺 ･･今等①■･･一･･▲･必

~
~私論誕
稗
が
耕
一
・
番
獅
へ
毅
乎
錫
獅
備
冬
風

写真11
為 侮

蕊患

鼻?”？ 一
宇
釦
。

ｅ

Ｆ

●

涙

、

●

恥

●

軸

●

岬

●

函

慨

え

魚

●

罪

争

●

抄

●

●

蝿

●

●

侭

６

●

●

舞

獅

、

鎖

。

》

ｐ

恥

》

一

憩

零

剰

雰

●

亜

螺浄
外
筒
唯
万
一
》
轆
一

吟

幟

“

●

参

●

●

鞠

~

鋤

感

《

叩

鍾

織

灘

，

夢

土

寺

蝿

趣

く

銭

↑

〃

鯉

跳

〃
蕩

鯵巻奪等

》

ゞ

壁

鞭

率

》

；

；
ｆ

今

。

●

》

傘

小

撚

霧霧

華錬

＃

錨

認

か

ザ

隣

堪

溌

~
~
や
聞
粥

討

一

擬

縁

…

ｆ

心

貼

鰯

例
鍬
悌
バ

ゲ

、

蛾

峰

、

喰

悪

鍛

蟹

？

寄

違
~ ~

篭

雑

ど

呼

醐

恥

凝

令

沸

蝉

溌

基

万

Ｌ

泌

診
”
や
篭

守
り
紛
鞭
灘癖

奉
調
患

瀝
盛
匙
推
峻
継
為
量
一
起
蝿
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さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
の
書
付
等
が
含
ま
れ
、
当
時
の
ロ
シ
ア
情
報
の
収
集
活
動
を
具
体

的
に
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
た
【
写
真
Ｍ
麿
見
泉
石
歴
史
資
料
の

内
北
冠
秘
録
ロ
シ
ア
人
ヱ
ト
ロ
フ
乱
妨
一
件
二
、
写
真
咽
同
室
内
履
］
。

（
ｕ
）
宮
城
県
図
書
館
（
宮
城
県
仙
台
市
泉

区
）
平
成
二
七
年
一
二
月
一
八
日

蘭
学
者
大
槻
玄
沢
直
筆
本
な
ど
の
ロ
シ

ア
関
係
資
料
を
熟
覧
し
、
展
示
等
に
活
用
可

能
な
部
分
を
中
心
に
撮
影
し
た
【
写
真
妬

大
槻
茂
質
魯
西
亜
来
航
紀
事
、
写
真
面

同
魯
西
亜
諸
書
留
写
一
・

盆

“

…

藻

篭

噌

吻

職

預

渉
亜

》

識

宅

幸

葬

》

，

識

襖

、

醗

争

が

輯

が

~
~

毎

湖

ｉ

も

“

＃

薄

い

灘

凶

舞

蕊

奪

楽

謹

載

辮

錘

鍵

鐸

泌

鍛

ｑ

Ｆ

勲

署

縁

』

韓

鱸

》

群

議

瞥

茂

鍬

鍵

蝋

麓

蕊

鱗

零

割

灘

盈

誤

＊

惑

沁

懸

撚

ｒ

奔

搾

》

鐸

蟻

鍵

鐸

※

鈍

鍔

鐸

蛎

鍔

“

世

舞

鴬
製
ゞ
鼎

薄

鐵

蜂

離

礁

暁

》

皐

仔

ぞ

鋳

鶴

瀞

畢

菩

齢

華

靭

鼻

迅

ｆ

痴

評

少

寧

『
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毒
擢
職
虚
縫
擁
忍
翁
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分
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潔
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と
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潟
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（
里
北
見
市
立
中
央
図
書
館
（
北
海
道
北
見
市
）
平
成
二
八
年
二
月
六
日

文
化
三
年
か
ら
翌
四
年
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
軍
艦
が
蝦
夷
地
を
襲
撃
し
た
事
件
の

対
応
に
つ
い
て
、
老
中
・
松
平
定
信
が
自
ら
認
め
た
草
案
で
あ
る
『
松
平
定
信
筆
「
蝦

夷
地
一
件
意
見
書
草
案
」
四
巻
』
｛
写
真
肥
・
里
を
閲
覧
・
撮
影
し
た
。

こ
の
資
料
は
、
す
で
に
藤
田
覚
氏
に
よ
り
紹
介
・
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
の

人
々
に
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
別
展
示
で
出
品
す
る
こ
と
は
意

義
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
哩
長
崎
市
内
日
露
関
係
地
（
長
崎
県
長
崎
市
）
平
成
二
八
年
二
月
一
六
日

一
八
○
四
年
に
来
航
し
た
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
が
幕
府
の
許
可
を
得
て
仮
宿
泊

所
と
し
た
場
所
の
現
在
地
｛
写
真
型
な
ら
び
に
、
一
八
五
九
年
以
降
来
日
し
た
ロ

シ
ア
人
に
関
係
の
深
い
、
稲
佐
山
地
区
に
点
在
す
る
史
跡
【
写
真
別
悟
真
寺
山
門
一

シ
ア
人
に
関
係
の
深
い
、
稲
伜

を
実
見
し
、
撮
影
を
行
っ
た
。

’
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~

捧
げ
洗
顔
骸
・
肇
予
上
：
正
夢

刺
１
章
嵐
ｌ
、
繩
蕊
Ｉ
吟
鰯
が

１
号
吟
？
守
Ｌ
鋤
Ｉ
了
姉
診

ず
蝶
：
罰
．
ｆ
だ
：
遮
り
島
勢
〆

あ
ｆ
ｒ
ｉ
ｌ
１
４
、
う
ふ
ｗ
Ｎ
、
Ｙ
曲
哩
摩
″

気
・
‐
凡
峰
ル
ハ
ワ
サ
ワ
ハ
荊
幡
津
従
い
‐
４
１
４
配
”
亀
Ｆ
Ｉ
ｊ
ｌ
恥
８
冊
匙
’
》
，
諺
《
』

曲

・

咽

ｔ

ｆ

ｆ

考

刻

い

↓

轌

工

Ｌ

：

Ｌ

可

健

韓

郵

ソ

１

１

人

ｉ

，

１

１

１

塾

ケ

ャ

為

Ｉ

舟

・

‐

多

駁

罪

崎

秘

令

画
’
し
１
は
１
鼻
Ｉ
↓
そ
も
塁
〃

鳴
胤
皐
牛
を
も
私
著
繊
壗
？

Ｉ

、

為

釧

判

４

４

勺

勺

迩

剥

劉

遡

包

画

劃

“

二

匁

■

■

凶

ヨ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

洞

ロ

ー
ぅ
告
命
臓
延
蕊

炎
郷
糸
↓
舗
上
且

瀞
、
４
Ｊ
、
名
ｙ
す
ず
；
；
働
ｒ
髭
べ

蘭
や
今
、
郡
玲
企
む
一
一
窪
”
唖
鄙
梱
“
“
一
一
割
罰
酎
畦
詫
》
一
望
》
《
畢
季

金
ヲ
一
式
Ｆ
Ｉ
Ｉ
予
稗
い
窪
喬
が
笈
や
『
釧
凰
や
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（
皿
）
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
長
崎
県
長
崎
市
）
平
成
二
八
年
二
月
一
七
日

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
の
日
露
関
係
資
料
一
六
点
を
閲
覧
し
、
重
要
箇
所
に

つ
い
て
撮
影
を
行
っ
た
。
ま
た
、
深
瀬
公
一
郎
学
芸
員
よ
り
、
長
崎
湾
へ
入
港
す
る

船
の
航
路
に
つ
い
て
、
貴
重
な
情
報
を
得
た
【
写
真
皿
俄
羅
斯
亜
渡
来
書
文
化

２
年
魯
西
亜
船
風
訳
書
文
化
蝿
己
巳
年
｝
。
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の
も
と
に
遣
さ
れ
た
海
防
関
係
史
料
〔
写
真
妬
奥
州
与
松
前
地
接
境
海
由

写
真
”
近
海
航
路
井
直
径
里
数
図
一
に
つ
い
て
閲
覧
・
撮
影
を
行
っ
た
。

も
と
も
と
海
防
強
化
を
唱
え
て
い
た
幸
貫
の
も
と
に
、
ラ
ク
ス
マ
ン
や

ラ
ク
ス
マ
ン
や

一

口

一

一

雪

一

一

一

Ｊ

》

（
唖
真
田
宝
物
館
（
長
野
県
長
野
市
松
代
町
）
平
成
二
八
年
二
月
二
八
日
～
二
九

日

ア
ヘ
ン
戦
争
が
勃
発
し
た
天
保
期
に
、
水
野
忠
邦
を
首
班
と
す
る
幕
閣
に
お
い
て
、

ど

い

と

し

つ

ら

さ

な

だ

ゆ

き

つ

ら

古
河
藩
主
土
井
利
位
と
と
も
に
、
海
防
掛
老
中
に
任
じ
ら
れ
た
松
代
藩
主
真
田
幸
員

の
も
と
に
遣
さ
れ
た
海
防
関
係
史
料
〔
写
真
妬
奥
州
与
松
前
地
接
境
海
門
大
概
図
、

一

L一一幽=憲一壽墓全一画一皇

に
関
す
る
資
料
も
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

（
哩
長
崎
港
周
辺
（
長
崎
県
長
崎
市
）
平
成
二
八
年
二
月
一
八
日

来
航
し
た
外
国
船
が
必
ず
碇
泊
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
高
鉾
島
【
写
真
型
、
長
崎
台

場
周
辺
【
写
真
翌
、
長
崎
湾
の
入
口
に
あ
た
る
伊
王
島
周
辺
を
実
見
し
、
撮
影
を
行

っ
た
。
ま
た
、
長
崎
湾
の
南
部
と
西
部
を
結
ぶ
な
が
さ
き
女
神
橋
か
ら
長
崎
市
街
地

へ
向
か
う
航
路
を
実
見
す
る
と
と
も
に
、
当
時
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
航
跡
を
撮
影
し

た
。

戸

秒

呵一一一一鐸

d 睡罰

レ
ザ
ノ
フ

…塑睾ﾆ

（
Ⅳ
）
韮
山
反
射
炉
（
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
）
平
成
二
八
年
三
月
一
○
日

韮
山
反
射
炉
【
写
真
翌
は
、
大
砲
を
鋳
造
す
る
た
め
建
造
さ
れ
、
実
際
に
稼
働

し
た
も
の
で
あ
り
、
実
見
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
構
造
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

（
塑
戸
田
造
船
郷
土
資
料
博
物
館
〈
静
岡
県
沼
津
市
戸
田
）
平
成
二
八
年
三
月
一

○
日へ

た

戸
田
は
、
日
本
人
大
工
が
、
ロ
シ
ア
人
の
指
示
の
も
と
沈
没
し
た
ロ
シ
ア
軍
艦
デ

イ
ア
ナ
号
の
代
替
船
を
建
造
し
た
地
で
あ
り
、
戸
田
造
船
郷
土
資
料
館
に
は
そ
れ
に

関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
日
露
友
好
に
関
す
る
資
料
も
所
蔵
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。 ~

~
土

が

塞

辱

，

制
謹
》

鷺

撹

零

鋸
逢
争

奪

“

割

展

墓

鐸

、

↑

』

員

織

繊

罐

奄

晶

さ

蝿

や

ケ

リ

孜

弼

賢

薄

凸

写

荊

＆

零
ざ
牡

饗

時

分

母

弧

剛

隊

離

鮮

ゆ

ゞ

繊

魂

、

》

』

霧

《

蕊

、

。

幾

幹

酔

堅

毒

鐘

〃

必

拶

１

心

４

》

か

寸

罐

印

卸

Ｐ
等

も

謡

舗

》

箸

錘

錨

夢

『

毎

歩

峰

切

ｆ

~~

鎚
蕊
》
…
気
嘩
韓
歯
鋒
軸
マ
潮
、
鐸
軍
謬

熟

電

奄

謹

か

蚕

，

癖た

き

一
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叩
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嘩
蟻
町
篭
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舜

年

偽

鰹

狸

ｒ

ｉ

誕

令

垂

９
吋
祉
韓
健
苓

ｉ
辱
舞
尊
晶
剖
吟
罫

慰

簿

擁

慈

、

鎌

津
軽
』
画
与
鴛

や
恥
唾

鈴

琴

》

密

》

》

。

撫

繩

溌

倖

時

篭

ｑ

馳

饒

殿

嫌

悪

い

心
ひ
ひ

轟
慧
鐸

印
も
ｔ

患

~~

聖

縢
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（
別
）
下
田
湾
周
辺
地
（
静
岡
県
下
田
市
）
平
成
二
八
年
三
月
二
日

ペ
リ
ー
艦
隊
の
乗
員
が
上
陸
し
た
地
点
と
さ
れ
る
犬
走
り
島
周
辺
を
は
じ
め
、
「
和

親
」
条
約
に
よ
り
開
港
場
と
な
っ
た
下
田
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

デ
イ
ア
ナ
号
が
沈
没
し
た
さ
い
、
そ
の
代
替
船
を
建
造
す
る
た
め
一
時
ロ
シ
ア
人
が

逗
留
し
て
い
た
地
域
〔
写
真
羽
・
訓
・
釦
デ
イ
ア
ナ
号
の
錨
（
沼
津
市
戸
田
造
船

郷
土
資
料
館
玄
関
前
二
を
調
査
し
た
。

（
明
）
戸
田
湾
周
辺

里
戸
田
湾
周
辺
（
静
岡
県
沼
津
市
戸
田
）
平
成
二
八
年
三
月
一
○
日

安
政
二
二
八
五
五
）
年
下
田
に
来
航
し
た
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
乗
る

柚
呼

暴
鉛
篭
角

謡

斑

軋

寸

，
薄 ~~

綴
琴．

＊
謬
恥
蝉
蝿
認
辮

:#

易学薮
写真29

＄

手挙り

窒

埜

翻

坐

," 鷲塗
仔

闘 ド 除
E i

~

写真31

写真30
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定
で
あ
る
。

機
会
で
あ
っ
た
。

な
お
、
本
調
査
研
究
の
成
果
は
、
平
成
二
八
年
八
月
よ
り
あ
ら
た
に
「
海
の
学
び

調
査
研
究
サ
ポ
ー
ト
」
の
支
援
を
得
て
実
施
し
て
い
る
「
開
国
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
に
お
い
て
活
用
す
る
予

国
際
法
に
基
づ
く
「
和
親
」
条
約
、
そ
し
て
神
奈
川
（
横
浜
）
開
港
を
決
定
づ
け

た
通
商
条
約
を
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
結
ん
だ
こ
と
か
ら
、
主
と
し
て
資
料
を
当
館
で

は
収
集
の
対
象
と
し
て
き
た
．
今
回
の
調
査
研
究
活
動
は
、
日
露
関
係
資
料
の
充
実

を
図
る
こ
と
も
当
館
と
し
て
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る

川
に
と
っ
て
重
要
な
歴
史
の
一
部
で
あ
り

に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
開
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
は
じ
め
て
条
約
を
締
結
し
た
ア
メ
リ
カ
に
目

が
注
が
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
「
鎖
国
」
を
揺
る
が
す
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
で

あ
っ
た
こ
と
を
等
閑
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
工
藤
平
助
が
『
赤
蝦
夷
風
説
考
』
を
、
ま

た
林
子
平
が
『
三
国
通
覧
図
説
』
や
『
海
国
兵
談
』
を
執
筆
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
が

（

３

）

日
本
へ
進
出
す
る
と
い
う
情
報
に
触
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
日
本
へ
の
進
出

が
「
鎖
国
」
体
制
を
揺
る
が
す
要
因
に
な
り
得
る
と
の
認
識
を
識
者
に
与
え
た
こ
と

は
確
か
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
海
防
論
や
寛
政
五
年
に
老
中
松

平
定
信
が
は
じ
め
て
海
防
掛
と
し
て
行
っ
た
海
防
巡
検
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
海
防
強

化
は
、
江
戸
に
近
接
し
三
浦
半
島
お
よ
び
相
模
灘
に
面
し
た
海
岸
線
を
有
す
る
神
奈

川
に
と
っ
て
重
要
な
歴
史
の
一
部
で
あ
り
、
当
館
と
し
て
も
日
露
関
係
資
料
の
収
集

む
す
び
に
か
え
て

主二
三
口（
１
）
平
成
二
八
年
夏
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
当
館
が
空
調
設
備
等
改
修
工
事
に
よ
り
、
展

示
事
業
を
約
二
年
間
休
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
現
在
平
成
三
○
年
度
以
降
の
開
催
を

目

指

し

て

い

る

。

（
２
）
研
究
題
目
弓
海
に
ま
も
ら
れ
た
日
本
』
ｌ
北
方
の
海
か
ら
の
開
国
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
Ｉ
」

（
研
究
代
表
者
・
嶋
村
元
宏
）
平
成
二
七
年
六
月
～
平
成
二
八
年
五
月
。

（
３
）
実
際
は
信
遇
性
の
な
い
情
報
で
あ
っ
た
が
、
信
瀝
性
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
「
ロ
シ
ア
が
日
本

に
進
出
す
る
」
と
い
う
情
報
が
工
藤
や
林
に
筆
を
執
ら
せ
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
こ
と
で
あ

る
。
沼
田
哲
「
近
代
を
見
る
目
」
（
辻
達
也
編
「
日
本
の
近
世
ｍ
近
代
へ
の
胎
動
ご
参
照
。
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表調査資料一覧

北見市立中央図書館 松平定信筆蝦夷地一件意見書草案

寛政五年異国人江被仰渡書井信牌

ヲロシイヤ道具之図

寛政五癸丑年異国人御応対場浜御屋敷右之外堅目南部津軽松前三家二而警衛

之右大略之図北海道大学附属図書館

異国人之絵
異舶航来漂民帰朝紀事

蝦夷地一件意見書草案1－4／松平定信

神風記

来夷秘実録

異国船漂着一件
樺太日露国境基石拓本

分界私議

寛政五年癸丑六月松前侯ヨリ魯西亜人へ被諭候耆

松前陣立図

蝦夷地元御備

海辺防備意見書

異国船二付公儀届出打合書状

御境松前御加勢

松前御用

松前江御加勢御人数積

松前江御加勢御人数行列

函館市中央図書館

蝦夷地並海岸警備諸備配当

蝦夷地及海岸警備出張人数組立覚

蝦夷地関係書上

蝦夷地関係書上

北地警衛関係記録

蝦夷地御用留

海防御留抜

海防策

海防策

海防弁

田海録29巻

田海録續33巻

魯西亜諸書留嶌

魯西亜來貢紀事

魯西亜言語集

魯西亜国字学

魯西亜字日本音訳

ロシア地理書

阿部伊勢守様御家中へ被仰渡候由在書写

蝦夷地詰御役人

魯西亜人丙寅秋唐太江指置書写

〔フヴォストフ文書写〕

〔フヴォストフ文書写〕

魯西亜俘虜記略

もりおか歴史文化館

宮城県図書館

古河歴史博物館

－2()7－



北志秘録ロシア人ヱトロフ乱妨一件

蝦夷地一件エトロフ乱妨一件三

〔魯西亜人ガワビン外五人出奔吟味書付等書留〕

函館来瑳書類上巻

函館来瑳書類中巻

函館来瑳書類下巻

異国雑記・松前蝦夷

北冠秘録ロシア人ヱトロフ乱妨一件二

〔北方民族雨天用外套および雪中外套之図〕

蝦夷地御用留

蝦夷地私録・長崎渡来諸厄利亜船

文化元年魯西亜使船慶安三年阿藺陀使者

漂着異国人絵図

露文字額

ロシア文字手習い

ロシア文字手習い手本

ロシア文字によるイロハと数字

室内履

大黒屋光太夫・磯吉画幅

漂流人帰国松前竪之図井異国人相形図

ラクスマン信牌写(おろしや国の船一艘長崎にいたるためのしるしの書）

大黒屋光太夫によるロシア文字

大黒屋光太夫の椀と匙

北狄事略

蜜船風説

出島之図

ヲロシヤ人物井小屋内部

レザノフ之肖像

ヲロシヤ風説書文化元年子9月

文化元年子九月六日入津おろしや船一件

入津おろしや船一件文化元年子9月6日写本

魯西亜滞船中日記其2，其3／自文化元年子10月至同2年丑11月

長崎江魯西亜船渡来之節泰西船間見録控文化元甲子年

魯西亜船入津ヨリ出帆迄記録文化元年

魯西亜船入津ヨリ出帆迄記録文化元年

魯西亜船渡来一件文化元年

~

大黒屋光太夫記念館

天理大学天理図書館

長崎歴史文化博物館
魯船碇泊中追々御役人方御渡中之事日記文久元辛酉年

俄羅斯亜渡来書文化2年

魯西亜船始而長崎入津之節御役所附勤方並見聞書文化2年丑6月10日

魯西亜使節之役人御答書併国王より書翰之写文化2年

魯西亜人共蝦夷地二参り乱妨之節風間書文化4丁卯年

魯西亜船風説害文化6己巳年

於江府被為成御尋候魯西亜之儀二付かひたん問答之趣奉申上候書付 〔文化(6､）
魯西亜人クシュンコタン遺文，外

英亜魯仏蘭金銀銭価附横文字和解

f
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